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国際語科のお正月！ ～今年もピロティに干支の押し絵を飾りました。

七夕、クリスマスなど、季節感あふれる国際語科ピロティです

が、今年も１２枚の干支の押し絵が登場！ 干支の由来も掲示

しました。今年もみなさんにとって良い年になりますように。

漢字検定講演会（１２月７日）国際語科２年生向

けに、日本漢字能力検定協会の方をお招きして「働

くうえで求められる日本語力と、漢字の重要性」

という講演を聴きました。ＬＩＮＥでの変換ミス

についてや、ひらがなよりも漢字の方が便利な場

面の紹介など、面白くてためになる講演でした！

講師の永瀬友里加先生 ワークシートに記入しながら、楽しく学びました！

第２７回模擬国連会議全日本大会会議見学ツアーに参加しました！

（１２月２９日）

年の瀬の１２月２９日、１、２年生合わせて１２名の生徒が模擬

国連の全国大会を見学に行きました。模擬国連とはその名の通り

各人が各国の大使の役割となり国連で行われる議題について議論

をするというものです。毎年この時期にこの場所（池袋ホテルメ

トロポリタン）で全国大会が行われ、中には英

語での会議もあり、白熱した議論に見学した生徒も圧倒された様子でした。

（生徒の感想）高校生が参加していたことに驚きました。こんなに凄い会議にもし私が参加していたらあんなに積極

的に話せないと感じました。外国の方と問題なく会話している大学生や高校生がとてもかっこよく見えました。ま

た制限時間があり、その時間までに英語でレポートを書くのは大変だと思いました。

国際語科１年生音楽選択生徒がピロティで「クリスマス・ミニコンサート」を

行いました！（１２月２２日）

音楽の角田先生が、国際語科１年生の音楽選択生徒の発

表会を開いてくださいました。音楽の授業で歌った合唱

曲だけでなく、クリスマスの定番ソングも披露し、１０

０人近く集まった国際語科生徒全員で楽しみました！

短期留学生が帰ってきました！～帰国後の感想 ９月末から１２月の年末までカナダで過ごした短期留学生が帰国し、１月８日

新年の最初の登校日から授業に復帰しました。生徒たちの感想をどうぞ！

★あっという間で人生で一番のいい経験となりました。辛いことももちろんありましたが、今後の勉強に英語力と体験を生かして

楽しみたいし、無駄にせずがんばります。

★学校もホストも心優しい方ばかりだったので自分から積極的に話しかけ、たくさんの友だちができました。現地で柔道も教えて

日本文化を伝えたり、ラグビー、サッカーを習って充実した時間を送れました。

★楽しいこともありましたが悔しいことや苦しいこともありました。自分だけでやっていく力がついたと思います。

★カナダで、ものすごくカルチャーショックを受けました。

★毎日英語で過ごすというのはとても刺激的でした。最初はわからないことだらけだったけど、みんなが優しく教えてくれました。

★私にとってかけがえのない貴重な体験をたくさんした留学でした。英語にある程度自信を持てるようになりました。

★アメ研で耳も少し慣れていて最初から楽しみました。一つ思ったことは、英語は単語が重要なんだということでした。単語不足

で話せなかったので、これからもっと英単語に力を入れたいです。

★文化の違い、人間性の違い、自然の雄大さなど本当に感動することばかりでした。また日本とカナダとの違いなどをとても深く

考え見つめ直す時間でもあり、とても重要な体験でした。

★英会話力だけでなく、自分に自信がつき家でも自分でいろいろ行うようになりました。もっと語学力を伸ばしたいです。

★いろいろな国の人と交流できました。南米系の人は常にのんびりしていて、フレンドリー、中華系の人は保守的で個人主義だけ

ど勉強熱心で努力家だったり、カナダ人はおおざっぱだけど心が寛容に感じられました。

★最初はとても緊張しましたが、徐々に英語に慣れ、楽しむことができました。貴重な体験をさせてくださったことに感謝し、こ

れからの英語学習やグローバル化する世界への関心を高めていきたいです。

★短期留学の目標は本や映画をある程度英語で理解できて日常的に困らない程度の英語力を身につけることでした。その目標は達

成できたと感じています。

★英語は特にリスニング力が上がって、質問や話に答えられるようになりました。英語を話すときに大切なことは単語をとりあえ

ず口にする度胸です。

★小学生の時から海外の文化やホームステイに憧れていて、できたら高校生のうちに行きたいという夢をかなえてしまった。新た

な夢はもう一度行って、何の苦もなく会話が出来るようになることだ。

★この留学プログラムで成長しました。英語力だけでなく、自分のことは自分でやるという自立心が育ったと思います。

★知り合いが一人もいない、言葉も通じない国での生活はつらいときもあったけれど、すぐに慣れて、楽しい思い出ばかりです。


